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市政報告を行う藤井市長

来賓の祝辞を受ける出席者の皆様

民
間
事
業
者

民
間
事
業
者
とと
もも
協
働
協
働
し
て
し
て

    

取
手
取
手
のの
次次
の
ス
テ
ー
ジ
を

の
ス
テ
ー
ジ
を
拓拓
くく

6
月
2
日
取
手
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
藤
井
し
ん
ご
支

援
者
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
来
賓
を
は
じ
め
支
援
者
が
一
堂
に
集
い
、
皆
様
か
ら
感

謝
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
藤
井
市
長
よ
り
市
政
報

告
が
あ
り
、
取
手
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
ひ
ら
く
決
意
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

◆
関
東
鉄
道
常
総
線
乗
降
客
数
か
ら
見
る
人
の
動
き

　

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
８
月
の
つ
く
ば
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の
開

業
に
よ
っ
て
、
通
勤
・
通
学
に
人
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
、
取
手

駅
を
使
っ
て
常
総
線
か
ら
常
磐
線
へ
と
乗
り
換
え
て
い
た
利
用
者
の

相
当
数
が
守
谷
駅
で
つ
く
ば
エ
キ
ス
プ
レ
ス
を
利
用
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
通
年
比
較
で
Ｔ
Ｘ
開
通
以
前
の
平
成
16
年
と
開
業
翌

年
の
平
成
18
年
を
比
較
す
る
と
取
手
駅
利
用
者
数
が
２
万
7
千
77

人
か
ら
１
万
５
千
５
９
４
人
へ
と
１
万
１
千
４
８
３
人
減
少
し
て
い

る
一
方
、
守
谷
駅
利
用
者
数
は
、
２
千
５
９
０
人
か
ら
１
万
35
人
へ

と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
守
谷
駅
利
用
者
数

が
取
手
駅
利
用
者
数
を
上
回
り
、
平
成
29
年
に
お
い
て
は
取
手
駅

利
用
者
数
、
１
万
１
千
３
３
２
人
に
対
し
て
、
守
谷
駅
利
用
者
数
は

1
万
５
千
６
３
０
人
と
４
千
２
９
８
人
、
守
谷
駅
利
用
者
数
が
上
回
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
取
手
市
内
の
関
東
鉄
道
各
駅
利
用
者
数
を
合
計
し
て
そ

の
数
を
見
ま
す
と
、
底
と
な
っ
た
平
成
23
年
と
比
較
し
て
平
成
29
年

に
は
、
１
千
９
５
０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。
ゆ
め
み
野
駅
周
辺
に
住

宅
取
得
さ
れ
た
方
の
通
勤
・
通
学
で
の
プ
ラ
ス
が
主
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
西
取
手
駅
、
戸
頭
駅
は
底
で
あ
っ
た
平
成
23
年
か
ら
か

な
り
戻
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
沿
線
事
業
所
へ
通
勤
さ
れ
る

方
の
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
数
字
を
押
し
上
げ
て
い
る
一
因
と
思

わ
れ
ま
す
。

◆
新
規
事
業
所
開
設
に
よ
る
「
勤
労
者
」の
増
加

　

定
住
者
の
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
取
手
に
あ
る
事
業
所
が
新
規

に
開
設
さ
れ
た
り
拡
大
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
中
の
勤
労
者
数
が
増

加
す
る
こ
と
も
市
の
活
力
を
上
げ
て
い
く
上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

〈
ゆ
め
み
野
地
区
〉

　

ゆ
め
み
野
地
区
で
は
、
新
規
事
業
所
の
開
設
や
拡
大
が
続
い
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
7
月
に
進
出
し
た
伊
藤
ハ
ム
は
、
63
億
円
の
投
資
を
し

て
い
た
だ
き
、
第
一
期
の
工
場
を
操
業
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
第
二
工
場
が
竣
工
し
7
月
に
は
第
二
工
場
が
稼
働
し
ま
す
。
第
二
工

場
の
建
設
費
は
50
億
円
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
数
の
面
で
も
、
現
在
、
直
接
雇
用
１
６
０
名
、
派
遣
社
員
50

名
の
雇
用
が
あ
り
、取
手
市
民
の
雇
用
が
80
名
を
超
え
る
そ
う
で
す
が
、

第
二
工
場
の
稼
働
に
伴
い
、
30
名
の
雇
用
が
拡
大
す
る
そ
う
で
す
。

　

30
年
3
月
に
は
、
日
本
リ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
総
合
研
修
セ
ン

タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
会
社
は
、
鉄
道
電
気
設
備
や
交
通

信
号
機
と
い
っ
た
道
路
設
備
等
を
主
要
事
業
内
容
と
す
る
東
証
二
部
上

場
企
業
で
す
。
敷
地
内
に
在
来
線
の
線
路
や
新
幹
線
の
線
路
、
さ
ら
に

は
、
駅
ホ
ー
ム
や
ト
ン
ネ
ル
も
配
置
し
て
あ
り
、
こ
れ
か
ら
研
修
を
通

し
て
様
々
な
設
備
を
充
実
さ
せ
て
い
く
そ
う
で
す
。
設
備
や
什
器
を
含

ま
な
い
建
設
費
で
34
億
円
の
施
設
だ
そ
う
で
す
。

〈
市
役
所
周
辺
〉

　

前
田
建
設
工
業
株
式
会
社
が
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
後
に
、
新
技
術
研

究
所
を
建
設
中
で
す
。平
成
30
年
11
月
頃
オ
ー
プ
ン
と
聞
い
て
い
ま
す
。

建
設
費
、
実
験
設
備
を
合
わ
せ
る
と
１
１
０
億
円
の
投
資
と
な
る
と
の

こ
と
で
す
。
社
員
が
80
名
、
関
連
社
員
が
40
名
と
の
こ
と
で
す
。

　

5
月
中
旬
に
関
東
鉄
道
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
関
東
鉄
道
寺

原
駅
に
は
現
在
の
北
側
の
駅
舎
に
加
え
て
、線
路
の
南
側
（
市
役
所
側
）

に
新
た
な
改
札
口
が
設
け
ら
れ
、
県
道
ま
で
の
誘
導
路
も
前
田
建
設
の

費
用
負
担
に
お
い
て
整
備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
取
手
市
と
建
物
の
売
買

契
約
、
土
地
の
賃
貸
借
契
約
を
結
ん
だ
旧
白
山
西
小
学
校
跡
地
に
お
い

て
は
、
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
設
予
定
と
の
こ
と
で
、
現
在
、
設
計

に
当
た
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

企
業
の
研
究
所
や
研
修
所
が
市
内
に
で
き
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
、
関

東
鉄
道
の
利
用
者
が
増
え
る
、
取
手
駅
に
降
り
立
つ
人
が
増
え
る
、
関

連
す
る
サ
ー
ビ
ス
需
要
が
拡
が
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

◆
民
間
事
業
者
の
取
手
進
出
対
応
で
取
手
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
を

　

こ
の
先
、
取
手
に
大
き
な
民
間
進
出
計
画
が
あ
り
ま
す
。

① 

取
手
駅
西
口
Ａ
街
区
再
開
発
事
業

　

昨
年
末
に
市
街
地
再
開
発
事
業
に
豊
富
な
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

事
業
協
力
者
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
、
事
業
協
力
者
の
技
術

的
な
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
駅
前
の
利
便
性
を
高
め
、
人
の
交
流
や
ま

ち
の
活
力
を
創
出
す
る
事
業
計
画
が
進
展
し
て
い
く
よ
う
万
全
の
態
勢

で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

② 

桑
原
地
区
区
画
整
理
事
業

　

地
権
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
農
業
経
営
に
代
わ
っ
て
安
定
し
た

土
地
活
用
が
可
能
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
し
、
大
型
商

業
施
設
が
開
設
さ
れ
ま
す
と
数
千
人
単
位
で
の
雇
用
が
見
込
ま
れ
、
若

い
世
代
の
定
住
化
も
促
進
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
68
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
い
う
大
規
模
な
商
業
事
業
用
地
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
市
に
も
た
ら
さ
れ
る
固
定
資
産
税
を
初
め
と
し
た
税
収
は
財

政
運
営
上
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
5
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
地
権
者
と
市
、
事
業
協
力
者
（
イ
オ
ン
グ

ル
ー
プ
）
の
集
会
で
は
、
前
向
き
な
意
見
が
活
発
に
出
て
き
て
い
ま
し

た
。「
民
間
の
力
」
も
得
て
、「
躍
動
す
る
取
手
」
へ
の
地
歩
固
め
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
将
来
展
望
に
見
落
と
せ
な
い
大
切
な
視
点

〈
外
国
人
訪
問
客
の
著
し
い
増
加
に
よ
り
、
外
国
人
需
要
が
取
手
を

含
む
郊
外
部
に
広
が
る
！
〉

　

長
い
間
、
人
口
減
少
と
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
で
き
た
た
め
、
バ
ブ
ル
崩

壊
後
は
長
期
的
な
需
要
減
少
が
続
く
と
私
た
ち
は
思
い
込
ん
で
い
ま
す

が
、
人
手
不
足
と
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
国
際
化
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
業

で
は
デ
フ
レ
は
収
束
し
て
い
る
と
認
識
を
改
め
る
べ
き
で
す
。
都
心
部

に
お
い
て
は
ホ
テ
ル
も
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ど
こ
も
外
国
人
で
満
員
と
い
う

状
況
で
す
が
、
こ
の
動
き
が
周
辺
部
に
も
及
ん
で
き
ま
す
。
取
手
周
辺

も
景
色
が
急
変
す
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
す
。
取
手
駅
の
西
口
の
再

開
発
や
桑
原
地
区
で
の
区
画
整
理
事
業
も
、
こ
の
環
境
変
化
を
先
取
り

す
る
形
で
備
え
が
必
要
で
す
。

　

外
国
人
旅
行
客
数
は
、
平
成
25
年
に
は
１
０
０
０
万
人
で
あ
っ
た

も
の
が
、
１
４
０
０
万
人
、
１
９
０
０
万
人
、
２
４
０
０
万
人
と
毎
年

急
速
に
増
加
し
、
平
成
29
年
に
は
２
９
０
０
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
３
０
年
に
は
、
８
２
０
０
万
人
が
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
当
初
は
、

外
国
人
の
訪
問
先
は
定
番
の
有
名
観
光
地
で
し
た
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
る
に
つ
れ
、
彼
ら
の
滞
在
先
が
ふ
つ
う
の
日
本
人
が
過
ご
し
て
い

る
日
常
生
活
の
領
域
に
ま
で
入
り
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ス
・
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
白
石
氏
（
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
リ
ク
ル
ー
ト
社

を
経
て
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
の
講
演
で
は
、
平
均
単
価
３
８
０
０

円
の
江
の
島
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
パ
（
温
泉
の
あ
る
日
帰
り
入
浴
施
設
）
が
、

外
国
人
を
積
極
的
に
招
き
入
れ
、
１
回
３
時
間
の
滞
在
で
２
万
円
を
消

費
し
て
も
ら
う
顧
客
を
月
４
０
０
名
上
乗
せ
し
よ
う
と
い
っ
た
現
実
的

な
計
画
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

〈
外
国
人
訪
問
客
の
増
加
は
国
策
で
あ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
も

増
え
続
け
る
〉

　

成
田
空
港
の
３
本
目
の
滑
走
路
（
３
５
０
０
メ
ー
ト
ル
）
の
新
設
、

第第
1313
回
「
藤
井
し
ん
ご
支
援
者
の
集
い
」
開
催

回
「
藤
井
し
ん
ご
支
援
者
の
集
い
」
開
催

　

〜
関
東
鉄
道
沿
線
、

　
　
　
　
　

取
手
駅
西
口
、
桑
原
地
区
の
未
来
〜

取
手
市
長　

藤
井　

信
吾
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本
号
は
「
藤
井
し
ん
ご
支
援
者
の
集
い
」
特
集
記
事
と
し
、

取
手
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
を
ひ
ら
く
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と

も
に
、
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
の
集
い
へ
の
感
想
と
市
政
へ
の

更
な
る
期
待
と
思
い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

編
集
長　

池
田
徳
光

編

集

後

記

Ｂ
滑
走
路
の
延
伸（
２
５
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
３
５
０
０
メ
ー
ト
ル
へ
）、

運
用
時
間
の
拡
大
が
決
ま
り
、
外
国
人
訪
問
客
流
入
の
環
境
整
備
が
続

き
ま
す
。

◆
遊
び
方
に
も
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
求
め
ら
れ
る
時
代

　

遊
び
方
、
時
間
の
使
い
方
に
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る

時
代
、
桑
原
地
区
に
新
た
な
商
業
空
間
が
形
成
さ
れ
る
に
し
て
も
、
従

来
型
の
「
イ
オ
ン
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、「
コ
ト
消
費
型
」
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
層
を
楽
し
ま
せ
る
独
自
性
の
あ
る

施
設
が
人
知
を
尽
く
し
て
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

68
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
東
京
近
郊
で
は
得
難
い
広
大
な
面
積
（
越
谷

レ
ー
ク
タ
ウ
ン
の
２
倍
）
の
中
に
、「
来
て
、
見
て
、
体
験
す
る
新
た

な
取
手
」
が
描
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
様
々
な
考
え
、
思
い
を
一
つ
に
ま
と

め
て
い
く
丁
寧
な
作
業
が
続
け
ら
れ
て
、
区
画
整
理
準
備
組
合
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
す
が
、
次
代
を
拓
く
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
取
手
市
民
に
と
っ
て
も
、
ま
す
ま
す
期
待
が
高
ま
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
万
全
の
体
制
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

（
取
手
市
西
在
住
）　

塩
澤　

幸
夫

　

早
い
も
の
で
藤
井
市
政
に
な
っ
て
か
ら
12
年
、
取
手
市
は
市

政
を
続
け
て
48
年
、
こ
こ
数
年
の
変
化
は
、
Ｔ
Ｘ
開
通
の
煽
り

を
受
け
る
と
い
う
逆
行
に
も
晒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
め
げ

ず
、
総
合
的
に
見
れ
ば
目
覚
ま
し
い
成
果
を
収
め
た
と
感
受

し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
変
化
と
云
え
ば
市
長
の
ご
挨
拶
で
も
あ
り
ま
し
た

が
、
取
手
駅
北
西
地
区
の
開
発
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
や
ゆ

め
み
野
の
開
発
、
上
新
町
環
状
道
路
（
３
・
４
・
３
号
線
）
の
完

成
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。
次
の
期
待
が
駅

西
口
前
や
国
道
6
号
線
桑
原
地
区
の
商
業
地
区
開
発
で
、
青

写
真
は
出
来
て
い
る
の
で
、
工
事
開
始
を
一
日
千
秋
の
思
い
で

待
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
施
策
推
進
は
、
取
手
の 

イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く

替
え
ま
し
た
。
街
の
未
来
を
支
え
る
蘖
（
ひ
こ
ば
え
）
と
な
り
、

明
日
を
開
く
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
顧
み
る
と
関
東
大
地
震

の
復
興
で
、
当
時
の
東
京
市
長
後
藤
新
平
氏
が
、
道
路
整
備
・

土
地
区
画
整
理
に
壮
大
な
計
画
を
提
言
し
て
大
法
螺
吹
き
と

揶
揄
さ
れ
た
が
、
後
年
、
そ
の
案
が
如
何
に
当
を
得
て
い
た

か
誰
し
も
が
気
付
き
称
賛
し
ま
し
た
。

　

活
性
化
に
向
け
て
の
投
資
や
市
政
改
革
、
将
来
志
向
の
施

策
の
実
行
は
如
何
に
勇
断
が
必
要
な
の
か
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
施
策
の
成
果
が
一
目
で
解
る
の
が
取
手
駅
北
西
地
区
の
再

開
発
で
す
。
西
地
区
全
域
を
考
え
る
な
ら
ば
再
開
発
は
道
半

ば
で
す
が
、
以
前
の
暗
く
追
剥
（
お
い
は
ぎ
）
や
痴
漢
が
出

そ
う
な
環
境
は
一
新
さ
れ
拠
点
地
区
と
し
て
の
姿
と
な
り
、
次

代
へ
の
道
筋
と
駅
前
の
近
未
来
に
期
待
が
得
ら
れ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
時
代
と
い
う
負
目
の
中
で
の
取
手
躍
進
の
決

め
手
に
、「
挑
戦
」
と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま
す
。
勇
気
を
持
っ

て
の
「
挑
戦
」
と
努
力
と
速
度
、
新
事
業
の
推
進
は
投
資
額

の
み
で
は
な
く
如
何
な
る
価
値
が
望
め
る
か
、
将
来
を
見
据
え

て
投
資
と
見
合
う
か
の
勇
断
を
も
っ
て
「
挑
戦
」
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

事
業
の
コ
ス
ト
構
成
は
固
定
費
と
変
動
費
、
新
事
業
に
「
挑

戦
」
す
る
者
は
、
保
有
す
る
資
金
と
調
達
で
き
る
金
を
生
か

す
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
固
定
費
の
抑
制
と
変
動
費
の
使
途
、

投
資
の
回
転
速
度
を
上
げ
る
こ
と
こ
そ
効
率
的
運
営
と
解
釈

し
、
藤
井
市
長
に
は
更
な
る
「
挑
戦
」
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
市
内
外
の
人
達
も
憧
れ

住
み
た
い
取
手
に
な
る
こ

と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

（
取
手
市
小
文
間
在
住
）　

玉
井　

崇
夫

６
月
初
旬
、
取
手
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
で
、
第
13
回
「
藤

井
し
ん
ご
支
援
者
の
集
い
」
が
催
さ
れ
た
。
公
私
の
二
百
余
名

が
参
加
し
て
、和
や
か
な
が
ら
熱
気
あ
る
懇
談
の
場
と
な
っ
た
。

今
年
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
、
市
長
夫
人
の
め
ぐ
み
さ
ん
の
選
曲
で
「
あ

り
が
と
う
」
か
ら
の
感
謝
を
込
め
た
名
曲
だ
っ
た
。

　

今
回
、
藤
井
市
政
三
期
の
最
後
の
年
で
、
来
春
に
は
選
挙

が
あ
る
。
ご
当
人
か
ら
継
続
の
出
馬
表
明
は
な
い
が
、
そ
れ
を

期
待
す
る
声
が
、
来
賓
の
挨
拶
に
も
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
会
話
の

中
に
も
聞
か
れ
た
。

　

こ
の
「
集
い
」
の
企
画
進
行
は
、
応
援
母
体
で
あ
る
「
取
手

新
時
代
を
ひ
ら
く
会
」に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
私
は
昨
年
、

「
ひ
ら
く
会
」
に
加
入
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
今
年
は
２
回
目
の

お
手
伝
い
だ
っ
た
。「
ひ
ら
く
会
」
役
員
・
相
談
役
を
は
じ
め

有
志
一
同
の
無
欲
な
奉
仕
精
神
は
驚
く
ば
か
り
で
、
頭
が
下
が

る
思
い
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
２
０
２
０
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ

る
。
こ
の
年
に
、
取
手
は
市
制
50
年
を
迎
え
る
。
し
か
も
、
藤

代
町
と
の
合
併
15
年
で
あ
る
が
あ
ま
り
話
題
に
な
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
提
案
を
ひ
と
つ
。

　

古
来
、
日
本
の
三
大
河
川
を
「
坂
東
太
郎
、
筑
紫
次
郎
、

吉
野
三
郎
」
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。
利
根
川
が
流
域

面
積
に
お
い
て
日
本
最
大
の
川
で
あ
り
、
か
つ
て
取
手
は
、
そ

の
流
域
に
あ
る
渡
船
場
の
代
表
的
な
町
で
あ
っ
た
。
多
く
の
人

が
取
手
を
訪
れ
、
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
に
、
正
岡
子
規
が
い
る
。
明
治
22
年
４
月
、
本
郷

か
ら
水
戸
ま
で
３
泊
４
日
の
徒
歩
旅
行
を
し
て
、『
水
戸
紀
行
』

を
著
し
て
い
る
。
我
孫
子
の
渡
し
場
か
ら
対
岸
を
眺
め
て
、「
川

を
渡
れ
ば
取
手
と
て
今
迄
に
て
は
一
番
繁
華
な
る
町
な
り
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
初
に
泊
ま
っ
た
の
が
、
藤
代
の
旅

籠
「
銚
子
屋
」（
現
在
は
河
原
崎
書
店
）。
こ
の
「
銚
子
屋
」
に

つ
い
て
は
、
藤
代
町
史
や
郷
土
誌
等
に
資
料
が
多
く
、
そ
の
跡

地
は
ほ
ぼ
保
持
さ
れ
、
当
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
取
手
の
渡
船
場
に
つ
い
て
は
、「
小
堀
の
渡
し
」

の
船
着
き
場
は
あ
る
が
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
郷
土
の
歴
史
的
文
学
的
事
実
は
、
今
日
の
俳
句
ブ
ー
ム

や
プ
チ
旅
行
ブ
ー
ム
、さ
ら
に
地
方
創
生
の
視
点
か
ら
も
、も
っ

と
喧
伝
さ
れ
、
活
性
化
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
手
市
新
取
手
在
住
）　

塚
本
シ
ゲ
子

　
「
藤
井
市
長
就
任
12
年
目
を
迎
え
立
派
に
職
責
を
勤
め
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
て
取
手
市
の
景
色
も
変
わ
り
市
民

も
安
心
し
て
お
任
せ
出
来
る
時
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。」
と

後
援
会
会
長
の
若
林
氏
が
開
会
の
言
葉
を
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
話
を
聴
き
な
が
ら
、
昭
和
49
年
12
月
に
取
手
市
新
取
手
に

移
り
住
ん
で
来
た
頃
の
事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
引
越
以
前

は
杉
並
区
の
社
宅
住
ま
い
で
環
状
八
号
線
と
Ｊ
Ｒ
中
央
線
が

交
差
す
る
騒
音
の
激
し
い
所
で
し
た
。
会
社
が
持
ち
家
制
度

を
奨
励
し
、小
学
四
年
と
一
年
の
子
供
連
れ
で
の
引
越
で
し
た
。

一
年
生
の
長
女
が
学
校
の
先
生
の
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
と
言
い

出
し
驚
き
ま
し
た
。
担
任
は
ご
年
配
の
先
生
で
よ
く
方
言
を

使
わ
れ
て
い
た
様
で
す
。
そ
れ
も
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
。
今
ま
で
の
環
境
と
は
真
逆
で
〝
シ
ー
ン
〞
と
い
う
無
音
の

音
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
静
か
で
し
た
。
自
宅
か
ら
小
学
校
ま
で

が
遠
く
、
授
業
参
観
な
ど
学
校
行
事
参
加
の
為
に
も
自
転
車

に
乗
る
練
習
を
子
供
に
教
わ
り
、
転
び
な
が
ら
よ
う
や
く
乗

れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
に
藤
井
市
長
が
誕
生
し

た
時
、都
内
へ
の
通
勤
者
が
増
え
続
け
て
い
る
取
手
市
に
も「
新

風
が
吹
く
」
と
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
藤
井
市
長
に
な
っ
て
か
ら

ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。
市
長
さ
ん
は
じ
め
市
の
関
係
者

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
議
長
の
入
江
氏

の
ご
挨
拶
も
具
体
的
で
解
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
会
の

雰
囲
気
が
柔
ら
か
く
な
り
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
手
↕
東
京
間
直
通
一
時
間
と
い
う
利
便
性
を
考
え
る
と

ま
だ
ま
だ
発
展
の
余
地
が
あ
り
若
い
人
達
に
も
よ
り
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
が
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
親
が

暮
ら
し
て
い
た
空
家
の
処
分
に
困
っ
て
い
る
子
供
世
代
の
方
々

の
中
に
は
市
に
寄
贈
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
の
声
を
聴
く
と

か
。
時
代
の
流
れ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
夫
婦
共
働
き
家
庭
が

多
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
。
せ
め
て
６
歳
位
ま
で
は
母
親
が
家

庭
に
居
て
接
点
を
沢
山
持
っ
て
親
の
愛
で
心
満
た
さ
れ
て
か
ら

小
学
校
と
い
う
社
会
に
巣
立
つ
と
い
う
ゆ
っ
く
り
し
た
気
持

ち
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
達
後
期
高
齢
者
も
何
か
を
し
て
い

た
だ
く
ば
か
り
で
な
く
、
一
緒
に
考
え
お
役
に
立
て
れ
ば
社
会

に
つ
な
が
っ
て
喜
び
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
市
長
の
ご
挨
拶
が
あ
り
取
手
市
の
発
展
こ
れ
か
ら

の
展
望
、
明
る
い
お
話
に
安
心
し
ま
し
た
。
大
い
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
市
長
は
ま
だ
お
若
い
の
で
き
っ
と
応
え
て
下
さ
る

　

市
内
在
住
者
よ
り
集
い
に
参
加
し
て
様
々
な
感
想

を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
藤
井
し
ん
ご
支
援
者
の
集
い
」
参
加
者
の
感
想

「
藤
井
し
ん
ご
支
援
者
の
集
い
」
参
加
者
の
感
想

〜 

躍
進
せ
よ

　
　
　

取
手
市 

〜

〜 

今
後
の
展
望
に

　
　
　
　

 

提
案 

〜

〜 

「
支
援
者
の
集
い
」
に

　
　
　
　
　

参
加
し
て 

〜

と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
応
援
し
て
お
り
ま
す
。
食
後
に
美
味
し

い
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
楽
し
い
会
に
参
加
出
来
ま
し

た
事
に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


